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株式会社バイオテックス
代表取締役 原田 烈

江﨑 香織
佐藤由紀子

「第21回九州地域エネルギー・温暖化対策推進会議」

脱炭素経営の取組ーバイオテックスの事例ー
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バイオテックスとは？01

佐賀県佐賀市にある地中熱利用や
                                 土木工事分野を専門とする会社

●社 名：株式会社 バイオテックス 代表取締役 原田 烈

●住 所：佐賀県佐賀市久保田町大字徳万１８５３番地３

●従業員：40名

●沿 革：平成 元年４月 株式会社バイオテックス創業

●加盟所属団体

NPO法人 地中熱利用促進協会

日本地熱学会

一般社団法人 有明未利用熱利用促進研究会（事務局）

一般社団法人 プラチナ構想ネットワーク

再生可能エネルギー等イノベーション共創プラットフォーム(CIREn)

ほか
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01

行動の指針

『  地 球 の 健 康 み ん な の 健 康 』

＊社員の健康への取り組みが評価され、
「健康経営優良法人 ブライト500」に２年連続認定されました。

ブライト500とは、中小規模法人部門で
健康経営優良法人に認定された企業の中でも、

特に優れた取り組みを行っている500社に与えらる称号です。
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バイオテックスとは？



会社概要01

事業内容

1

各種管路施設の長寿命化・耐震化工事2

各種管路施設の維持管理業務3

4 橋梁補修工事

土木工事 （管渠布設工事他）5

5

6 風力発電事業

地中熱利用空調システム工事及び未利用熱導入調査
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「チーム・
マイナス６％」に賛同

｜

脱炭素経営に関するこれまでの取組と今後の目標  

平成27年度持続的な地域創生を推進する
人材育成拠点形成モデル事業
「佐賀再エネパイオニア講座」履修

2008年

東日本大震災 発生

2015年～2017年

●

佐賀県GXモデル企業
選定・認定

・本社オフィスの改修「ZEB」化
・本社管理部門のゼロカーボンドライブ達成

｜
2011年

｜
2016年

｜

本社移転

｜
水素自動車導入

2023年～2024年

●｜
2021年 2024年～2026年

クールチョイスに賛同登録

｜
2017年

新社屋へ自家消費型
太陽光発電設置

｜
2023年

カーボンニュートラル

｜
2040年

旧社屋へ自家消費型太陽光発電設置
LED照明導入
電気自動車導入

2020年

旧社屋へ
地中熱利用空調
システム導入

｜
2018年

これをきっかけに様々な取組をスタート
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取組紹介02

バイオテックス

株式会社バイオテックス 本社
（2000年竣工）
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取組紹介02

自家消費型太陽光発電の設置

取組事例

2016年
自家消費型 太陽光発電を設置（28kW）

旧社屋 新社屋（2020年移転）

2023年
自家消費型 太陽光発電を設置（33.3kW）
佐賀県自家消費型再エネ発電設備等設置費補助金 活用
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取組紹介02

ＬＥＤ照明・人感センサーへの交換

▶ 交換箇所

▶  LED照明

・本社1階事務所

・倉庫、常夜灯（新設）

・フィットネスジム

▶  LED照明・人感センサー

・本社トイレ

・玄関入口

・一部廊下

本社 事務所 １階LED照明 倉庫 常夜灯LED照明

取組事例
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取組紹介02

電力デマンド管理システムの導入

▶ 九州電気保安協会

・ECOねっとシステム活用(設定デマンド値を超える予想になると警報アラームが鳴り、電気の使い過ぎを知らせる機器)

→電気料金の基本料金を削減

取組事例

社内設置のシステム 電気使用状況
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取組紹介02

トイレや散水への雨水利用

▶ 雨水槽容量：20.7ｔ

▶ 使用用途：トイレ、散水

▶ 利用箇所：事務所内全トイレ、ジムトイレ

散水用植え込み部蛇口

（出典：ダイワ化成株式会社ホームページより）

取組事例

イメージ図

雨水槽埋設場所 加圧ポンプ
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取組紹介02

吹き抜けテント・ロールカーテンの設置

ロールカーテン設置

社内での取組

▶ 設置場所：吹き抜け、階段2か所

▶ 使用時期：基本暖房使用時 →仕切をし空調効率が上がったことで事務所1階の空調は約半数での運用が可能となる

吹き抜けテント設置 社内 １階 吹き抜け
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取組紹介02

温湿度計、加湿器・除湿器等の設置

▶ 設置場所：1階事務所および商談室

▶ 設置数：

・温湿度計 10個

・加湿器 8台

・除湿器、除湿冷風機 10台

・サーキュレーター（冬季）3台

→室内温度を見える化することで意識的に

省エネに取り組む。室温管理だけでなく、

湿度コントロールも重点的に行うことで

快適なオフィス環境づくりに努める

取組事例

加湿器・サーキュレーター 温湿度計
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取組紹介02

エコカーの導入
▶ エコカー所有台数

・FCV （水素自動車）4台

・EV （電気自動車）5台

・PHV（プラグインハイブリッド車）1台

・自転車 8台

・電動アシスト自転車１台

取組事例

水素自動車・プラグインハイブリッド車

電気自動車自転車

電動アシスト自転車



取組紹介02

株式会社バイオテックス 本社 （2000年竣工）

地中熱を活用した外皮改修を行わない改修ZEBへの取組

出典：令和５年５月経済産業省資源エネルギー庁「改修によるZEB化実現の事例紹介」

2026年 本社オフィスの改修「ZEB」化
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地中熱とは？

02

[地熱と地中熱のちがい]

出典：環境省ホームページより

地 熱 地 中 熱

起 源 地中内部の熱 太陽エネルギー

温 度 帯 数百℃ １０～２０℃

主な用途 発電 空調・融雪

出典：環境省地中熱読本2021
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取組紹介

出典：環境省 地中熱利用にあたってのガイドライン（第４版）より

[地中熱の利用の種類]



取組紹介02

現況写真・ドローンにて撮影

株式会社バイオテックス 本社 上空写真
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地中熱を活用した外皮改修を行わない改修ZEBへの取組



取組紹介02

地中熱を活用した外皮改修を行わない改修ZEBへの取組

●再エネ熱活用地中熱ヒートポンプの導入
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取組紹介02

地中熱を活用した外皮改修を行わない改修ZEBへの取組

「ZEB」改修進捗状況

カーボンニュートラルの実現に向けて、
本社の省エネ設備改修工事の設計を行っている。
設計段階ではあるが、「一次エネルギー消費性能(ＢＥＩ)」に
おいて、建物の省エネルギーでBEI=0.40を達成し、
『ZEBReady』を達成。
加えて太陽光発電による創エネを行うことで『ZEB』を達成した。
今後は、竣工時のBELS(建築物省エネルギー性能表示制度)の
認証取得を行う予定である。
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取組紹介02
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● 2023年5月 GX（グリーン・トランスフォーメーション）推進法
       2050年カーボンニュートラル実現に向けた
「脱炭素成長型経済構造移行推進戦略」が閣議決定

● 2023年6月 佐賀県 GXモデル企業創出事業の公募
                  7月 応募企業より2社選定

・天山酒造株式会社 ・株式会社バイオテックス

● 2023年8月～2024年1月
・期間中６回の伴走支援を受け
・2024年1月29日 社内報告会を開催
・佐賀県よりガイドブックが公表された



取組紹介02
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佐賀県GX（グリーントランスフォーメーション）モデル企業創出事業の背景と目的

⚫ 県内の中小企業に対し、県が伴走支援を行うことにより、脱炭素や温暖化対策を経済の成長・発展につなげるＧＸのロールモ
デルとなる企業（以下、「モデル企業」）を創出するとともに、そこで得られた知見や取組事例等を横展開することで、県内
企業のＧＸの取組を推進する。

• 現在、気候変動問題への対応は今や人類共通の課題となっており、世界的に脱炭素の機運が高まっている。

• 我が国においては「2020 年度の温室効果ガス46％削減」、「2050 年までのカーボンニュートラルの実現」という国際公約を

掲げたことで、大企業を中心に脱炭素経営への取組が急速に広がっている。

• 現在、大企業を中心に取り組まれている脱炭素経営への転換は近い将来、佐賀県内中小企業においても求められることが想定さ

れるとともに、世界的な「ＧＸの時流」に乗り遅れることでサプライチェーンから外されたり、経済の成長軌道へ乗り遅れたり

する企業が出てくることも想定される。

• このため、県内中小企業においても、早急に脱炭素経営への取組を行う必要があるが、経営資源の限られる中小企業において、

難易度が高いケースも考えられる。

背景

目的

① 脱炭素経営のロールモデル企業創出のための伴走支援
② ガイドブック等の作成
③ セミナー等の開催

④ 報告会の開催
⑤ 佐賀県との協議等



取組紹介02
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出典：佐賀県HPより



取組紹介02
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2023年佐賀県「ＧⅩモデル企業」へ選定

これまで以上に脱炭素へ向けた活動を
意識し取組を行いました。
私たちの取組が今後、県内企業の
脱炭素の取組のロールモデルとなり
横展開されていく予定です。

出典：佐賀県HPより



取組紹介02
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2026年管理部門のゼロカーボンドライブ達成（予定）
                                                                                          ※設備については導入済み

ＥＶ５台

ＦＣＶ４台 ＰＨＶ１台

自転車８台 １台
電動アシスト
付き自転車

スコープ１、ゼロへのチャレンジ
・ＦＣＶ （水素自動車）４台

・ＥＶ（電気自動車）５台

・ＰＨＶ（プラグインハイブリッド車）１台

・自転車 ８台

・電動アシスト自転車 １台

車両のFCV化・EV化

※PHVはFCVの

バックアップ車両

「自家消費型太陽光発電」の
活用が天候の関係などで
出来なかった場合は、
カーボンクレジットの活用をし
厳格な達成を行う予定。



車種

EV（電気自動車） FCV（水素自動車）

CEV補助金 ￥1,400,000- ￥1,450,000-

約¥12,000,000- 約¥12,000,000-

合計 約 ¥24,000,000-

取組紹介02
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2026年管理部門のゼロカーボンドライブ達成（予定）
                                                                                          ※設備については導入済み

スコープ１、ゼロへのチャレンジ

・ＦＣＶ （水素自動車）４台

・ＥＶ（電気自動車）５台

・ＰＨＶ（プラグインハイブリッド車）１台

・自転車 ８台

・電動アシスト自転車 １台

車両のFCV化・EV化

５台 ４台



取組紹介02
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工事車両のゼロカーボン化が課題



取組紹介02

「脱炭素経営戦略」を当社ホームページにて公開中
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取組紹介02
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0 3 地中熱利用を活用した
地域産業の脱炭素
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地中熱利用を活用した地域産業の脱炭素03
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佐賀県唐津市

施設園芸ハウス（温州ミカン）
農業分野の脱炭素化 地中熱導入概要

地中熱交換井 110m×6本(ダブルＵチューブ)

ヒートポンプ 加熱能力 41.3kW

ファンコイル 熱量 5.71kW×10台

構造 プラスチックハウス

建築面積 1620㎡ 容積7573.5㎥

空調面積 1620㎡ 容積7573.5㎥

▲ハウス外に設置した
地中熱ヒートポンプ

▲ハウス図面

ファンコイルユニッ
ト（5.7kW×10台）

●経済産業省 エネルギー構造高度化・転換理解促進事業
●補助率10/10

佐賀新聞2024年3月2日（土）

▲JAさがホームページより
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資料提供：佐賀県

○ 重油ボイラーによる加温：将来的なコスト高やCO2排出による消費者のイメージ悪化が懸念

○ 空気熱利用空調による加温：最も加温が必要な早朝に室外機に霜が付着し、暖房能力が低下

【期待される効果】

• CO₂排出量削減

• 生産コストの安定化

• 生産量や品質の向上

効果が実証できれば…

みかん農家(江川農園)の協力を得て
地中熱利用空調システムの実証研究を実施

コスト低減（研究開発）

導入拡大

関連産業の振興

熱交換 熱交換

40℃

45℃

10℃

15℃

採熱・放熱

ヒートポンプ

＜導入イメージ＞

温風

ハウス栽培の課題

江川農園（地中熱利用空調システム整備の状況）

【地中熱利用空調システム】

地中熱利用を活用した地域産業の脱炭素03
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農林水産省 「みどりの食料システム戦略」が2050年までに目指す姿と取組方向

温室効果ガス削減 施設園芸
➂2050年までに化石燃料を使用しない施設への

完全移行を目指す。

地中熱利用を活用した地域産業の脱炭素03
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集計日数・HP運転日数・運転率

集計日数 HP運転日数 HP運転率

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

R3年 R４年 R5年

重油使用料

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

R3年 R４年 R5年

HP電気使用量kwh

唐津市施設園芸ハウス（温州ミカン）の重油使用量

176日28,300

23,700

33,000

175日
183日

21,963

26,807

0

117日

172日

9,300減

重油使用量【実績】△9,300L(削減) 重油削減率 28.18% 地中熱HP 機器仕様
温水 40 ℃→ 45 ℃、熱源水 10 ℃→ 5 ℃の条件において
加熱能力： 41.3 kW 消費電力： 10.1 kW
加熱COP： 4.08 地中からの採熱量： 31.8 kW

令和4年度1月6日～ 地中熱ヒートポンプ 運転開始(2週間程度初期調整期間)のため
令和4年の数字は地中熱未利用と利用が混在するため、今回の対象としない

地中熱利用を活用した地域産業の脱炭素03
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唐津市施設園芸ハウス（温州ミカン）の二酸化炭素排出量試算

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

R3年 R４年 R5年

二酸化炭素排出量試算

重油使用料L 電気使用量 CO2排出量 重油

CO2排出量 電気 CO2排出量 合計

二酸化炭素排出量係数

重油燃料 2.710 （ｋｇ-CO2/L）

電気使用 0.453（ｋｇ-CO２/ｋWh）

(40,000)

(20,000)

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

重油使用料L 電気使用量 CO2排出量重油 CO2排出量電気 CO2排出量合計

実績と換算値の比較

R3年実績 R5年換算値 R5年実績 R5年実績－R5年換算値

※JAからつ全体の重油使用量前年比より換算
（R４年は前年比105％、R５年は前年比95.7％）

R５年化石燃料由来のCO2排出量：約25トン削減

地中熱利用を活用した地域産業の脱炭素03



36

●2026～2027

佐賀県唐津市 (計画中)

化石燃料を使用しない施設園芸ハウス（温州みかん）

地中熱
ヒートポンプ

空気熱源
ヒートポンプ＋ ＝

化石燃料を
使用しない
施設園芸ハウス

重油削減率 28.18%
令和5年実績

ファンコイルユニット
（5.7kW×10台）

地中熱利用を活用した地域産業の脱炭素03
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●

佐賀県唐津市 (計画中)

化石燃料を使用しない施設園芸ハウス（温州みかん）

地中熱
ヒートポンプ

空気熱源
ヒートポンプ＋ ＝

化石燃料を
使用しない
施設園芸ハウス

重油削減率 28.18%
令和5年実績

ファンコイルユニット
（5.7kW×10台）

化石燃料を
使用していない
ハウスみかん

ブランディング
未来の価値ある

農産物

2027

地中熱利用を活用した地域産業の脱炭素03
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HDD（誘導式水平ドリル）工法
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陶器で出来た放熱器（暖房器具）
（2022年10月撮影 フィンランドのレストランにて）

有田焼 放射冷暖房パネル

研究開発を行っている
有田焼を用いた掘削ヘッド

佐賀の

伝統産業

再エネの

課題解決

新たな産業の創出
（地域経済への波及効果を高めることが可能）

[伝統産業の特性に着目]

地域で材料から製造まで

調達可能

[地中熱掘削コスト低減の検討]

掘削ヘッドの量産による

コスト低減の可能性を検討

地中熱利用～地元窯元との共同研究～

エスプレッソvol.25掲載
提供：ふくおか経済

地中熱利用を活用した地域産業の脱炭素



ご清聴ありがとうございました！

「バイオテックスの「地域資源を活かしたカーボンニュートラルへの挑戦」は
「TEAM EXPO 2025」プログラム／共創チャレンジに登録されています」

2025年10月3日（金）大阪・関西万博
フューチャーライフヴィレッジ内

「TEAM EXPOパビリオン」でお会いしましょう！

40

くるぞ万博！いくぞバイオテックス！




